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2020 年度事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

【１】活動内容 

A：ネットワーク会議【承認・交流を目的とする場】 

2020年度は実施せず。12月2日の運営会議にて、2019年度度事業報告・決算、2020年度事業計画・

予算について承認を受け、その後、ネットワークメーリングリストにて報告を行った。 

 

B： 運営会議【具体的に事業を進めていく場】 2020 年度はオンライン（ZOOM）にて実施  

5 月 29日、6月 2・24日、7月 8・29日、8月 5日、9月 2日、10 月 7日、11 月 4日、12月 2日、 

2021年 1月 13日、2月 3日、3月 3日（計 13回） 

 

C：事業 

１．「子どもの権利 なんでやねん！すごろく」出前講座 

 実施日 ワークショップ（出前講座）実施先／場所 対象者 

1 ８月 22日 セミナー「教育は未来を形作る」／大阪市 おとな40人 

2 ９月 20日 子どもNPOが実施する居場所／阪南市 小学生 11人 

3 11 月 10日 不登校や引きこもり支援の居場所／阪南市 子ども 1人／おとな（若者）4人 

4 11 月 21日 国際交流広場／松原市 小・中学生30人／おとな 15人 

5 12 月 15 日 高校授業／大阪市 高校生20人／おとな2人 

6 1 月 13日 大学／授業 大学生7人／職員2人 

7 2 月 24日 学童／大阪市 小学生 15人／おとな3人 

8 3 月 7日 まちづくり／尼崎市 高校生 12人／おとな 14人 

参加者合計：176 人（内訳：子ども 89人・大学生 7人・おとな80人） 

＊すごろく貸出し（3月 福井県の中学校に貸出し、中学生が小学生とともにすごろくを実施） 

＊本事業はおもに大阪府人権協会助成を活用して実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】活動内容      【２】運営体制・・・ p.4 

A：ネットワーク会議 ・・・ p.1   【３】会計報告・・・ p.5 

B：運営会議 ・・・ p.1                監査報告・・・ p.6 

C：事業・・・ p.1  

D：事務局作業・・・ p.4 
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２．「子どもの権利 なんでやねん！すごろく」ブラッシュアップ・製品化 

日 程 内 容 詳細 

8 月 2日 イラスト講座実施 

 

会場：にしなり隣保館（ゆーとあい） 

講師：田中一歩さん 

子ども対象で、対面・オンラインにより 9 人が参加。（同席おとな 8

人）子どもたちが「なんでやねん！」のイラストを描いた。 

8 月中 すごろく盤Ａ１判作成 イラスト講座で描いたイラストに入れ替え、前年度 A3 判だったす

ごろく盤をコロナ禍対応（フィジカルディスタンスがとれる）として

A1判にする。（団体事務局が担当） 

9～12 月 「なんでやねん！」とイ

ラスト収集 

ワークショップ（出前講座）後に、参加者に自分の「なんでやねん！」

の記入とイラスト描きをお願いする。 

11 月 14日 子どもたちによる再点

検（対面） 

ネットワークに関わる子どもたちがすごろくを再体験し、すごろく

の進め方について意見を出す。 

12 月 23日 制作プロジェクト会議

（対面） 

すごろくの製作について、スケジュールを立てる。すごろくに掲載

するイラストをピックアップする。 

2021 年 

1 月 

「なんでやねん！」入

力・分析・選択 

（オンライン） 

ワークショップで収集した「なんでやねん！」約 200 を入力し、分

類・分析する。その後、すごろくにセットにする「なんでやねん！カ

ード」を 20枚選び、前年度分30枚に加える。 

1 月～2月 編集作業 すごろく盤、4 つの権利シート、なんでやねん！カード 50枚、子ど

もの権利条約条文カード 42枚の編集作業を行う。3月に各300

枚を印刷入稿。（団体事務局が担当） 

2 月 マニュアル制作 担当者（団体事務局で分担）がすごろくに同封する「遊び方」「すご

ろくを始める前に」の文章案を作成し、運営会議にて検討、精査を

行う。 

3 月 すごろくのパッケージ

作業 

印刷物や購入した備品をジップファイルケース等に封入する。 

（団体事務局が担当） 

＊3月からホームページにて頒布案内をしたところ、3月末までに 107 ケ（57か所）を頒布した。 

＊本事業はおもに大阪コミュニティ財団助成を活用して実施した。 
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3．子どもの権利条約フォーラム（全国フォーラム）in 南砺2020への参加 

11 月 14・15 日に、富山県で上記フォーラムが開催された。コロナ禍のため、現地には行かず、にしなり隣保

館にてサテライト運営をし、リモート参加をした。子ども会議チームは子どもたちとともに、近隣に宿泊し、15

日は宿泊先からリモート参加した。 

日 程 参加内容 参加人数 

11 月 14日 全体会 

子ども会議チーム合宿：すごろくの見直し、提言案について意見交換 

22人 

合宿のみ参加5人 

11 月 15 分科会 

午前：子どもからの発信／当団体の活動について発言し意見交換を

行った。 

午後： 

・子ども政策に求めること／提言案について当団体で活動する子ど

もたちの意見を報告した。 

・不登校の子どもの多様な学び参加 

26人 

＊本事業はおもに子どもの人権連助成を活用して実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．その他 

①OECDによるヒアリング（2021年 2月 28日） 

 全国フォーラム分科会のご縁で、団体の活動について子どもたちがヒアリングを受けた。 

②OECD東北スクール（2021年 3月 14日）なんでやねん！ブレーンストーミングファシリテーター 

 これからの教育を考えるオンラインイベントで、教育の場で感じているなんでやねん！についてのブレーンスト

ーミングを担当した。 

③他団体とのネットワーク 
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・「広げよう！子どもの権利条約キャンペーン」賛同団体 

・寄付月間2020賛同パートナー登録 

④大阪府人権協会助成事業関連 

5月 14日（事業説明会 オンライン）、10月 19日（中間報告会）、2021年3月 18日（事業報告会）へ参加 

 

D：事務局作業 

１．ホームページ・Facebook・twitter・メーリングリストによる発信（随時） 

２．運営会議進行・記録（毎月 1回） 

３．外部からの問い合わせ対応 

４．すごろく頒布受付・入金管理・発送業務 

 

 

【２】運営体制 

代   表：荘保 共子（認定 NPO 法人こどもの里） 

浜田 進士（NPO 法人子どもの権利条約総合研究所関西事務所） 

副 代 表：北野真由美（NPO 法人えんぱわめんと堺/ES） 

松田 直美（NPO 法人 KARALIN）  

二葉 智代（子どもの権利条約 関西ネットワーク 前事務局長） 

事務局長 ：長谷有美子（NPO 法人 CAP センター・JAPAN） 

会   計：NPO 法人 CAP センター・JAPAN  

団体事務局：NPO 法人 CAP センター・JAPAN 

会計監査 ：山下 裕子（公益社団法人子ども情報研究センター） 

＊会計年度は 4 月～翌年 3 月末  
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【３】会計報告 

 

【収入】     

科目 金額 備考 

繰越金 294,004    

助成金 650,000  大阪府人権協会30万円、大阪コミュニティ財団25万円、子どもの人権連 10万円 

講師料 20,000  大阪大谷大学 

参加費 2,500  11 月 14.15日子どもの権利条約フォーラムサテライト会場 

寄付 40,500  浜田進士様、林大造様、上野敏子様 

書籍・ツール頒布 242,000  すごろく 107ケ（53か所）  

受取利子 4  ゆうちょ銀行 

合計 1,249,008    

   

【支出】   

科目 金額 備考 

講師料 20,000  イラスト講座8月2日 

会議費 13,601  全国フォーラムサテライト会場 11月 14.15 日飲食費 

会場費 44,110  
イラスト講座 12,320円 、全国フォーラム サテライト会場申込5,000円、会場費

26,790円 

交通費 24,970  イラスト講座講師、すごろく出前講座担当者 

宿泊費 59,324  全国フォーラム参加 11月 14日泊 

保険料 3,664  全国フォーラムサテライト会場参加者 

事務消耗品費 80,586  イラスト講座関連880円、すごろく備品79，706円 

印刷費 151,530  
団体紹介リーフレット 2,170 円,フォーラム資料 1，110円、すごろく印刷物 148，250

円 

人件費 248,500  すごろく出前講座担当、関連作業 188,500円、担当事務局（5,000円×12ヶ月） 

委託費 129,000  
すごろく関連（印刷物編集60,000円、一式セット 35,000円、送付作業34,000

円） 

振込手数料 500    

研修費 1,100  大阪府人権協会研修 

合計 776,885    

      

2020年度繰越金 472,123  通帳221，226円、振替口座246，870円、現金8,027円 

合計 1,249,008    
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